
【はじめに】当センターは、2021年 3月から新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）のワクチン接種を開始し、多く
の職員が 2回目接種を完了した。今回、ワクチン接種後の
SARS-CoV-2抗体価及び保有率を複数試薬で比較した。
【方法】抗体価測定の対象とした職員は、N-IgG抗体
2,766名、S-IgG抗体 2,438名（ワクチン接種前後 61日から
79日迄）であり、検討用試薬としては、アボット（以下
A社）、ロシュ（以下 R社）、シスメックス（以下 S社）
の 3社の N-IgG抗体試薬と S-IgG抗体試薬を使用した。ま
た S-IgG抗体については、性差、年齢差の比較も行った。
【結果】N-IgG抗体の陽性率は COVID-19の既往歴の有無
に関わらず A社で 0.76 %、R社で 1.55 %、S社で 0.61 %と
陽性率に差は認めなかった。さらに陽性者のうち、COVID-
19既往有の職員で陽性率が高かったが、既往無の職員でも
陽性を示した。一方、S-IgG抗体については、接種前に調
査したのは S社のみで、陽性率は 0.6 %であった。接種後の
S-IgG 抗体の陽性率は、A社で 100.00 %、R社で 99.96 %、
S社で 99.84 %であった。性差及び年齢差では、男性より女

性の方が高く、若年層ほど高かった。【考察】N-IgG抗体
は、陽性率と既往の有無について 3社とも概ね一致してい
たが、事前調査で症状もなく既往無の職員も陽性であった

ことから、S-IgG抗体とともに今後も確認していく必要が
あると思われる。S-IgG抗体は、ワクチン接種後の 3社の
陽性率は概ね 100 %であり、ワクチン接種職員の 90 %以上
の N-IgG抗体は陰性であったことから、ワクチンによる免
疫獲得であると推察できる。女性の抗体価が高いことは、

抗体産生に女性ホルモンが関係していると考えられ、また

年齢と伴に免疫細胞の働きが低下するために抗体価が減少

すると考えられる。【結語】3社の試薬を使用してワクチ
ン接種後の抗体価測定を行い、抗体産生を確認できたこと

から、3社とも有用であることが証明された。今後もワク
チン接種と抗体価の関連について検討し、2021年 12月に
実施する第 3回抗体検査の結果についても報告したい。
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